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赤 木 孝

岡山大学教育学部附属中学校

土 居 延 次

岡山県立蒜山高等学校

最近の中学生は.じっくりと考えようとしない傾向があり.自分の力で間朋を

昭映しようとしない傾向があるように思われる｡与えられた間闇を.数えLされた

年齢央方法で開くことは何とかでさても.自ら課,qを見つけ出しI.自らの見方や考

え方で餌こうとする生徒は少ないように思う｡多くの原因が考えられるが.生徒

一人一人に敬芋的な見方や考え方か十分身についてないことがその原因の )つと

考えられる｡したがって.教学的な見方や考え方の育成を通して.生徒一人一人

にしっくりと考えろ力を養いたいと思いこの研究を進めた｡

課,5芋習では.扱う教けが中心となることは言うまでもない｡こU)研究では.

｢台形の面相の2等分に関する芋習書架胡｣を考え.その学習喜栗朋を教材開発した

過程と.岡山大学教育学部附属中芋校3年生でU)実践を紹介する｡その結果.坐
徒一人一人か.学習謂闇の解決に主体的に取り組み.学ぶことに対すろ充実感や

満足感が得られたように思われた｡

1.はじめに

釣竿的な見方や考え方の育成を通して.考

える力を養うことか課題学習の目的である｡

しかし.課題学習では何を言栗冠とするかが.

その学習成果を大きく左右するであろうo

謂胡学習にふさわしい課,iBの要件として.

以下のようなものか考えられる｡

せ 生徒の興味 ･関心を引き意'L朋勺に取り
組めるもUJであることC

I,至j 生徒の実態や能力に見合うものである

こと｡

(:i) 数字的な見方や考え方の育成に有効で

あること｡

･毒､習,glの程度に応して.多様な師央方法
が考え･')れろこと,

･15 的芋的な発同性をf.ir･めていろこと,

そこて.課.LE芋習O-)謂間作碩)･l･宰暇に行っ
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て,作成過程の紹介とその課題を使っての授

業の紹介をしたいと思いこの研究を進めた｡

喜果題作成のプロセスと課題学習の帽業の進め

方等参考になれば幸いと思っている｡

2.課題作成の7Lロセス
第72回全国算数 ･数学研究大全 (愛嬢)

の講習会において.筑波大学の能田仲彦氏の

講習を受けた｡

その中で.次のような間朋が提示されてい

た｡

(7) [長方形の問題]

｢下の長方汗3,AB(二Dにおいて.回のよう
に各辺上に.点E.F,C.Hをとり.長方

什3,の半分U-)面相か四角形EFGHとなるよう

に点E.F.(二∴ Hの条件を求めよ｡｣



二 二~ ~-

[長方形の問題]の 発層として [平行四

辺形の問胡]を考えてみた｡

(2) [平行四辺形の間胡]

｢下の平行四辺形.ABCDにおいて.図の

ように各辺上に.点E.ド.C,Hをとり.

平行四辺形の半分の面相か四角形EFCHと

なるように点E.F.C.HUL)条件を求めよ

B ド C
枕に. [平行四辺形の問題]uL)発展として

[台形の問潜]を考えてみた｡

(3) [台形の問題]

｢下の台形ABCDにおいて.図のように

各辺上に.点E.F.G.Hをとり.台形A
BCDの半分の面相が四角形EFGHとなる

ように点E.F.G.Hの集件を求めよ.｣

/--一一-一一･＼cド
こO-)皐件O-)もとで棺くと.

台汗;,_1日(:[)O-)面相uTJ半分

=△EEjF+△F(I,(二十△H[)(:;+△.へEH

｢し

ー
VノーY

↑

れ
↓

(_Y-Z)(yl-y2)+(a-b)(LV2-h)
=0

となる｡このままでは問題として不適切であ

るので.y2=h という条件 (CDの中点を

(;)を加えると(L･-Z)くさ′1-さ,2)=0とな
る｡つまり.AH=BFまたは.点Eが辺A

EWJ中′･引こなれはよいことになる｡そこで次

uJような問題を考えてみた｡

3.実施課題

｢下の図の台形AB(二Dの辺AB上の中点

をEとし.辺BC.CD.DA上にそれぞれ

点F.C.Hをとる｡四角形EFCHの面相

が台形ABCDの面相の半分になるのは.点

F.C.Hをとのようにとったときか｡｣
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4.指串の実際

(1)授業W,態等について

数学的な見方や考え方を高めろには.生徒

一人一人か ｢芋習課.顎｣について.解決へOj

自分員身UL)見方や考え方を持つことを重視し

なけわはいけないと考えた.lLbノ＼から教えら

れ理解して身につくこともあるが.自分自身

の見方や考え方があって.それを小兵B]や学

級集団で発表し合い.比較.描討.暢正等の

練り上げを行うことによって.生徒一人一人

が数字的な見方や考え方を互いに高めていく

のではないかと考えた｡

(1､ ｢学習課闇｣の設定の段階
生徒一人一人に目分自身UJ見方や考え方を

引き出させるように ｢学習吉羊朋｣を吾蔓定した｡

今回の実践では.単元uL)芋習目標と既習Uj芋

習内容を考えて ｢学習課闇｣を設定 した(,そ

の書芸定の仕方は.可能なPF<り ｢- ･･-- ‥かL.')

とういうことがわかるたろうか｡｣とか ｢･.･

-.･.-･･を求めろにはとうしたらよいたろうか

｡Jとか ｢---･･-･･をいろいろと考えてみよ

う｡｣なとのような文末表現にし.生徒一人

一人が自分自身の見方や考え方を持ちやすく

なるように配盾した｡

(至) r学習課題｣の自己追求の紹膳

生徒は一人一人思考の速さと方法か逢うた

め.生徒一人一人に合った追求時間を確保す

る必要かある｡ところか.目己追求の時間を

確保すわはする程.集B]追求での時間か少な

くなり捕り上けち十JJIIに行えないのか鳩凍て
ある｡そこで.自己追求の時間と集団追求の

時間の両方の時間を帽保するために. ｢学習

課,g｣V)言7rL定を前の緩糞の終わりに行い.自

己追求有家府芋雷にした｡なお.家艇学習て
生徒一人一人が ｢学習喜実朝｣U)追求てとのよ

うな見方をし.とのように考えてしいつたか考

的師か見ろためと.生徒自身に目//lUJ見方や

考え方をほっきりと音調は せろために娼Ij:プ
りン ト (右図奉岬)を作碩し.記入させ-た｡
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(3, ｢学習喜栗闇｣の集団追求のE.RIT暗

ます.小集団 (4人～6人)で生徒一人一

人が見つけた見方や考え方を互いに発表 し合

い.分かりにくかったところや綿間に思った

ところなとを自由に話 し合わせた｡そして.

話 し台い.追求させた内容を小黒栃にまとめ

させた｡次に.草紙集団でそれぞれの小集団

で話し合った見方や考え方を出し.合い比戦.

捕討.修正等を行って練 t)上け.そわそわの

見方や考え方のよさ1)(感 じとれるようにした｡
なお.小葉印での話し台いの仕方.学報集団

での締 り上けの仕方等は例で示して指i#し.

それそれの活動か活発に行えるようにした｡

痩: まとめのf13脂

生徒一人一人に釣竿的な見方や考え方を意

識させ.本時の学習を帽 L)返らせるようにし

た｡

こUL)ようなは業を継続的に行っていけu.

｢学習課閏｣の眼決を通して孝女芋的な見方や

考え方を意識 し.そのよさを知るようになる.
この結果,主体的に拘事の解決に取 l)組もう

とする意紋が高まり.新たな ｢学習喜果胡Jに

立ち向かった時に数字的な見方や考え方が有

効に働き.軌 夫への見通しを持ちやすくなる

であろうと考えた｡



(2)指斗事例

I-･--･｢芋習謂闇｣ -一一一一日･一一一-I-一一一-一一一一1---1

下の図のように.台汗;,AEiCDの辺AB:

:の中点をEとし.辺B(∴ CD.DA上に:

:それそit′卓F.C.Hをとります｡四角形,:
･:EFCHの面相/)･台W,.へEICDの面相の半;

:分になるUjは.点F.(∴ Hをとのように:
:とったときですか｡いろいろな方法で点の;

:とり方を求めてみよう｡

B仁 ｡

(3)学習指斗案

第3学年A親 数学科 学習指叫案

平成5年9月24E3(金)第 1FP< 3A烈童
指i#者 赤 木 孝

題 材 台形の面根の半分 (課題学習)

指叫の方針

O｢芋習課胡｣を解決しようとする意欲を
持続し.見通しを持って枯り強 く追求するの

に大きな力になるのは.単に釣竿的な知識や

技能のみならず.靴芋的な見方や考え方であ

ると考えた｡弛芋的な見方や考え方を高める

学習を和み重ねさせることによって.生徒か

酌芋的な見方や考え方を意識し.そのよぎに

気つき.それ孝次uJ学習に生かしこいこ1と

いう青江や沃O-)芋習て柑r5Ill'lMこ活用し⊥-)と
する態度を身につけろことをHLt)つていろ｡
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0 第 1学年では.直観的な取 り招いや操作
的な活動を重視し.図形や空間についての理

的な深めさせた机 第2学年では.論証を取
り入れ.図形の性賃や関係を痛棒的な経論に

基ついて考察させる｡第3学年では.図形領

域は芋習Llていないか.関数領域を終わった

段脂モ.今までの学習したことを使って解決

できる台形の面相に関する課題学習を行った｡
ほ糞で提示しrた ｢学習課,g｣は.一見易し･そ

うであるか,考えを進めていくとなかなか難

しい間朋であることに気つく｡しかし.生徒

が見つけた見方や考え方を大切にし.それを

釣竿的な見方や考え方に高めていきたい.

O この学級の生徒の中には.数と式の計算

はよくできるが図形になると苦手意紬を持っ

ており ｢学習喜栗題｣を貼り強く追求できない

生徒が見られる｡また,集団追求の段階で.

自分の考えや意見を主体的に発表する生徒か

限られていろ｡そこで.小集団での話し一台い

が活発に行われるように小集B]の構成を工夫

するなとして.生徒一人一人が主体的に ｢芋

習吾軍闇｣に取り袖むように心がけたい.

o 学習においては.次の4つには叫のポイ
ントを置き.特に.話し,合い等の協同的括動

を通して.生徒の釣竿的な見方や考え方を高

めたい｡

･ 生徒一人一人が自分自身の見方や考え方

を持つように ｢学習課恕｣を吉量定する｡

･ 追求フリン トを使って.生徒一人一人に

自分自身の見方や考え方を持たせる｡

･ 生徒が見つけた見方や考え方を.小集B]

や学級集団で練り上けさせる.

･ 靴芋的な見方や考え方を意識させ.眼挟

cr)過程を帽 l)返L')せる｡

目 標

o 既習UL)図m3,の基本的な性質を使って. ｢
芋習喜軍部｣U)解決に対し,て自分U)見方や考え

万引 寺つことかできるようにさせろ｡

O嘩ni･関心射 手って音放的に ｢芋習課題
｣を追試させ一.話し合い等の協同的活軸を通

して.釣竿的な見方や考え方を高めさせる｡



計 西

台TF;の面相の半分.･.･.･･･.･-1時間 (本時)

分の面 相を持 つ円角形,を.自分の見方や考え方で追求するこ

ついて.いろ いろな方法を小集団や学級集B]で練り上げろこ
さ.教学 的な見方や考え方のよさに気つくことができる.
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② 授業の結果

《追求フリントに記入された事例 》

生徒A

tLTq iJL求 =rリ ニノ ト Jdr7毛 (b形の刑 の半分 )

く3 )ヰ ( )∫ ( )事 氏名 (

.r手TLJ)｣tbろう.

ト ① ･i .A.‡り -与【‥iH-iJ･,,与
I1-日 ･t一一一I●110 1(卜lJ-+I(ト IJ･｡

こjl｣1I.､.,I
I-ヽ･l､t'lH

4･ttJt■り点ってみよう･ F'L

tとめ くiI*tru て.分かったことや事んだことt■こう.) 1-I

lっqu HニーHt'flい Ih ･川 イりh:HF{
-･い/･い､,ド
'･ト い.T‥.

2.0舟一人でiI果し▲う.

■tIへのJLiIL lとこに8モつけて事え与か.1た.M攻のために.Flか亡
えてとの▲うにiI乎fろのかを■こう.)

.i.F,h.Hi.=tt'ト巾iLqL一巾hI:LJL:i
hlllLu い .

自己iIま (左だちt=分かちように自分の1えモ■こう.)

ll'..LF.仁.TlIihrhnil q 寸 ,i h Lち.

-J【t二･.L E･F.ら.HtHl l一日J､一.
lh tL hlq†.Ll･い れ､･Lt-IE. ･･･0

ロ川 HtFh HhlqHH10tl ちt
Ho･Fo いり .1･---@

0.9 '､ら ▼1-11日,1.1tllIJ† しい=･.川
qtHll､1.日 t:.日 .
1日 IlltoH･ n llH H ･･- ①
0 10 ･O L Rt･り l二･dlt川 FLPIIlit･,
EH nHoM ･｡lTIOFtq i.日 .･-･-0
① .㊨ ll.hlいt
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生碓Aについての蓋引曲

生徒Aは,釣竿の知識,理解の面で従来の

評価でいくと.下位クループに属する生徒で

ある｡しかし.自己追求で記入している内容

や小集団で話し合っている様子を見ると,記

入内容はまちかっているが.興味 ･関心を持

って一生懸命に自分の力で考えた所.また.

小集団で自分の考えを重々と発表した所を吉忍

め褒めた｡まちかいは.小集B)の中でも指摘

されたか.こU)学習課,5に対する前向きな姿

勢を評価した｡

生徒B

).r羊耳.1JJjtLqろう.
のQ)のように.bAlへC.cD.Dへ上にモ
いろいろな方止で丘のと
2.自分一人でiI,TTLよう.

I… へのJu し く夏壬盲星空謂 五3j 三gi指 ヒ腎 ㌢w t:･恥 ■

紳{1･'･･.!Ur.キ†子pL.IIン七つ<､t払 ち･
一一一l-一一一一一,一一一一I-●-■一一一一一- -■･.･.･■-●●一･･･.･--- - 一一●一1-1---l-▲一一--L-~II一一
1自己iA求 (友だうに分か与▲うに自分の11を■こう･)

PC//IIF//)I
AbAEG/IFC

AGLc=A 67C>

△fQH--1-/LT/FoTJ

7

玉 章

HeoFqQF7巨 .′榊 tFGh.,='告.,･,,W
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3,8分d)1カやTl方モよJざらにft#し.■んrjでiA,tLよう.

生徒Bについての評価
生徒Bは.新し･L､課湖を解決するujに既習

の学習事項を柔年別こ生かすことのできろ生徒

である｡しかし1.自分の見方や考え方を小集

団の中で.粗慢的に発表することは少なかっ

た｡この学習の自己追求で記入している内容

を見ると,乗場,7jはやや乏い ､か.2年生で
学習した平行四辺汗;,の性箕を生かそうとする

姿勢は十分うかがわれる｡小集団での話し合

いでも.中心的存在として絹悔的に参加し.

新たな綿問等を出した所を吉忍め褒めた｡

! 『 +

《自己追求で追求フリントに記入された主な

例》

(-!､- 解決への見通し

･とうすれば半分の面相になるかな考えてみ

る｡

･今までに習った.平行線の性質や等根変形

の考えを使ってみる｡

･今までに習った平行四辺形の性賃を思い出

す｡

･台形を.三角形と平行四辺形に分けて考え

る｡

◆台形を.2つの三角形に分けて考える｡

+間闇の集件であるA【)1日〕C.AE=EB
ふ軸 に目をつける｡

･平行四辺713/をつくってみる｡

･中点が関係している｡中点連結定理か使え

ないたろうか｡

･すべての辺の中点を結ぶと.面相は半分に

なるのではないか｡

･とうやって分けると面相は半分になるかを

考える｡

③ 自己追求

(I).即 日 ケ 一 正Br.(p.p̂ .I.f..1叶Llh.'

･,lr..HJノr'-フf/."./,I.H f,/,/)
ニ73-6.lTイ',1)
I_i.付 くphf,EFGr1)
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fAFlけ
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rri.rrnr,
/∫.如 きI.EkXFlJIll~汁
rl.1.7'trり ことh～Phl.r='トZ,･今日
A3(p.T.･L.tド qIい.u 田T,1･lfとrri

^ELPE｡平.ヰ..1it占ht1°.iLJPり (4し-.こIl-
い H bi=ADiiL的 rL川 ･.壬r1-｢日.

《小集B]の追求で小黒板に記入された主な例》

-it_--:_-I:-I-;-fLlI･享

三 ≒ _:∴ _ _
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《集団追求で.新たな課題になったこと》

･各川Iでまとめられたものは.すへて台形の
面相を2等分しているが共通なところはな
いたろうか｡

･文字を使って台形の面相なとを表して.説

明できないた■ろうか｡

《まとめの段階で.芋んたことについて追求

プリントに喜己人された主な例》

･台形の面相を2等分するには.大きく/分け
て2つのやり方があることが分かった｡

･図形の問題が式を使ってできるとは如L.I)な

かった｡

･文字でも表されることか分かり.証明でき

てよがったと思う｡

･自分の考えかきちんと証明できなかったが

計算してみると.自分の考えも問建ってい

ないことが分かって.とてもうれしかった｡
･計算で解けろというのがすこいと思った｡

何でもやればできるような気持ちがすると

同時に不思講に思ったo

･いろいろな図形のやり方があって.とても

楽しかった｡

･いろいろな方法があって.Uっくりし′た｡

自己追求のところかうまくかけなかったが

一応自分では分かっているつもりである｡

･式にしてみると.本当にハスルち解くよう

に答えか出てきたのがすはらしい｡同通り

もあって整理しきれなかったものか.でき

たのか不思議のように感じるo酌芋的なよ

さが分かった｡

･いろいろな見方や考え方かあることか分か

った｡私は.考えても分かL')なかったのた

けitと,平行四辺形,UL)性質を使ったりし′T,
今まで習ったことて工夫すれはできるのた

なと思った｡これか･>)は.よ～く考えてみ

ようと思った｡

･分かった｡

I- 1 -I▲J

1つの図形を.2つの図形としてみること
が眼快の見通しになることが分かった｡い

ろいろな見方や考え方があることも分かっ

たC式によっても答えが見つかることから

答えが1通りではないところに.数学のお

もしろさがあると思った.

難しい ｢芋習課,g｣であった｡

計算 (式)で出すのは.難しい｡

《考察》

この学習課題については.簡単なようでな

かなか難しいと思っていたが.生徒は興味を

持って取り細んでいた｡学習喜栗,gを提示した

とき.ある生徒から ｢各辺の端に点をとって

ほいけないですか｡｣と質問を受け. ｢よろ

しい｡｣と教師が応えたため少し生徒は考え

易 くなったようである｡あるクラスでは.3
9名中は業までに考えてきた生徒が37名で

解凍への見通しが持てて自分の考えを持てた

生徒が30名いた｡】つでも自分の考えを持
つことができていたのには.驚かされた｡

小集B]や学級集団での話し合いでも.活発

に出し合い.それを軽理して大きく2通りに
まとめていくことができた｡文字を使っての

説明を気ついた生徒は.1人もいなかったが

教師が紹介してやると生徒は.Vさの貞貢をして

いた｡

生徒の習熟度によって.いろいろな点の取

り方.まとめ方ができるのがこの学習悪果闇の

おもしろいところたと思いました｡

《生徒の感想》

授業を肯定的に受けとめた生徒 (○印)と
は類を否定的に受けとめた生徒 (●印)の主

なもU)を紹介します｡



① ｢学習謂潜｣の自己追求を家庭学習にし

たことをどう思いますか｡

○ 家でやるほうが考える時間が長くとれ.
おちついた環境の中でゆっくりとしかも深

く考えられよかった｡

○ 授業をする前から学習喜栗題がつかめて分
かりやすかった｡

○ 教科書や参考書などを見て考えられるし
時間も多く使えるからいいと思った｡

○ 自分一人の考えがもてるからよかった｡●少し面倒であった｡●よかったと思うが.よく分からない時が
あり困った｡

② 小集団での話し合いはどうでしたか｡

○ 友たちの考えがよく分かったし,よく分
からない所もすぐ賃間できるのでやりやす

かった｡

○ 自分の考えを発表しやすく.他の人へ伝
えやすい所が大変よかった｡

○ 一人一人で発表していたらこちゃこちゃ
になるので.4人で話し合ってまとめるの
はとてもよかった｡

○ 異なる意見が出されて.いろいろと考え
る範囲が広がり.おもしろかった｡

○ 草根全体で話し台う前に.小集団で追求
プリントを回し′て見たり.意見を出し合っ

たりして.小黒板にまとめたりしておもし

ろかった｡●話し合いによって内容が深まるけと.い
らない話もしてしまう｡

③ 学級集団での話し合いはとうでしたか｡

○ いろいろな見方や考え方が分かり.自分
の見方や考え方がより深まった｡

○ みんなで意見をまとめていくと.それぞ
れの鳩の考えがはっきりとよく分かった｡

○ 各班 ことにまとめ方も説明の仕方も速い
それを見たり問いたりしていると.見方や

考え方が広がってよかった｡

○り壬のそれぞれ建った意見を統一して新た
なことを知るのがよかった｡

○ 他の1JJlとの意見を比較して学習できるか
ら分かりやすいB●川にはなかった考えがあって.新しい見
方や考え方があることが分かったがのみこ

めない所もあった｡●時間がなくなり.多くの人が意見を言え
なかった｡

i) これまでの授業と比較してとう思いまし

たか｡

○ 一人一人だと発表をいやがる人もいるけ

れと.小黒板にかいて出すとみんな意見が

出せるのでよかった｡

○ 仲間といっし･よにできることや小黒板に
かいて昔兄を表すのが楽しい｡粗極的に取

り組める｡

○ 自分で追求したのをみんなで話し合って
としとしおもしろい意見が出てきて.いか

にすれば良いのか勉強になった｡

○ まとめることができるようになって整理
できるようになってよかった｡

○ 家で時間をとって自分自身で深く考えら
れるので.いろいろな考えなとが浮かんで

きて数学が楽しくなった｡●少しうるさくなるのか難点である｡授業
に地中できない時があった｡●普通の授業の方だと先生がきちんとまと
めてくだきるので,晋通の授業の方が分か

りやすい｡●自分で考える所が多いので苦労した｡

(平成6年3月27日受理)
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